
別紙（ ３）

事業所名○ Laugh Base放課後等デイサービス

保護者評価実施期間○ R8 6年 ⽉ ⽇ ３   〜 R8 21年 ⽉ ⽇ ３  

保護者評価有効回答数○ 対象者数（ ） 18 回答者数（ ） 15

従業者評価実施期間○ R8 3 20年 ⽉ ⽇    〜 R8 3 25年 ⽉ ⽇   

従業者評価有効回答数○ 対象者数（ ） 3 回答者数（ ） 3

事業者向 ⾃⼰評価表作成⽇け○ R8 3 28年 ⽉ ⽇   

分析結果○ 

事業所 強 思の み だと われること（※）
強化 充実 図 期待より ・ を ることが されること※

⼯夫 意識的 ⾏ 取組等していることや に っている 充実 図 取組等さらに を るための

1
⼦ 安⼼ 居⼼地 良 楽どもたちにとって できて が く しみにし、

⼀番⼤好 場所 保護者 意⾒ 集約ている きな のご を。（ ）

明⽇ 等・ おはよう おかえり また ね あ「 ♪」「 ♪」「 ︕」 、
⼦ 明 迎 ⼊いさつ から どもたちを るく え れる  。

笑 場⾯ 笑 共有・ いの をたくさんつくり みんなで いを し、 、
広ハッピーを げる。

厳 含 愛情 ⼦ 関・ しさを めた をもって どもたちと わる。
⼀⼈ 役割 持 ⼦・ ひとりに を たせ どもに ありがとう を、 「 」

伝 場⾯える をつくる。
⽇頃 ⼦ 雑談 対話 ⼤事 ⼦・ から どもたちとの を にし ども、 、
想 考 受 ⽌ 引 出の いや えを け め き す、 。

⼦ ⼈⽣ 焦点 当 ⽀援 継続 ⾏・ どもたちの に を てた を して う。
職員間 ⼤切 ⽀援・ のコミュニケーションを にし チームで、

していく。

2
⼦ ⼀緒 活動 考 体験どもたちと に を え いろんな をしていて、
活動 幅 広 保護者 意⾒ 集約の が い のご を。（ ）

⼦ ⾃⾝ 主体性 持 活動 取 組・ どもたち が を って に り めるよ
⼼ 育う を てる、 。

⼦ 気持 ⼤事・ どもたちの やりたい という ちを にし「 ︕」 、
実現 ⼀緒 考 実⾏どうしたら できるかを に え する。

活動 通 達成感 充実感 皆 味・ を して や を で わい また チャ、 「
気持 引 出 次 活動レンジしたい という ちを き し の につ︕」 、

なげる。
地域 ⽅ ⼒ 借 活動 幅 広・ の 々の を りながら の を げる、 。

職員 ⽇頃 情報収集 ⾏ ⼦ 成⻑ 活・ が から を い どもたちの、 （
動 結 感性 感覚 養に びつけられるよう や を う）   、 。

地域 ⽅ 他事業所等 ⼈脈 ⾃分 強・ の 々や と をつくり たちの、
みにしていく。

3
保護者 何 話 丁寧 寄 添 家族へ かあればすぐに をし に り い、 、

⽀援 保護者 意⾒ 集約も している のご を。（ ）

⽇頃 保護者 ⼤切 信・ から とのコミュニケーションを にし、
頼関係 築を く。

保護者 連携 密 ⾃分 何 最善・ との を にし たちに ができるか、
⽅法 考の を える。

保護者会 交流会 ⾏ 保護者同⼠ 顔 ⾒ 関係・ や を い の の える、
努づくりに める。

事業所 弱 思の み だと われること（※）
事業所 課題 改善 必要 思の や が だと われること※

事業所 考 課題 要因等として えている の 改善 向 必要 取組 ⼯夫 必要 点等に けて な や が な

1
⼈員 職員 増 職員 負担 分散を やせると の が されるかと（ ） 、
思う。

保護者 意⾒のご（ ）
経営的 職員 増 余裕・ に を やせる がない。

専⾨職員 男性職員 配置 ⼦・ や を することで どもたちへの、
⽀援 幅 広 質 ⾼ ⽀援 繋 ⾒の が がり の い に がることは えてい、

今 職員 仕事 分担 効率化 図るが いる で の を る、 、 。

2 職員 専⾨性 ⾼の を める。
職員全体的 実務経験年数 浅・ に が い。
幅広 専⾨職種 配置・ い の ができていない。

職員研修 職員間 密 ⼀⼈・ や のコミュニケーションを にし、
図 専⾨性 発ひとりのレベルアップを り チームとしての を、

揮する。
幅広 専⾨職 配置 努・ い の に める。

3

事業所 ⾃⼰評価総括表における公表


